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■この用紙に必要事項を記入のうえ，会員管理係に FAXまたは郵送でお送りください。
東南アジア学会会員管理係（土倉事務所）FAX：075-441-0436（TEL：075-451-4844）
〒603-8148 京都市北区小山西花池町 1-8

住所等の変更・退会届

名前：

□下記の通り会員登録を変更します
現住所：

所属：

職名：

所属先住所：

メールアドレス：

専攻：

研究課題（追加の場合もすべて列挙してください。但し 3 つまで）：

その他の変更：

□退会届
        年   月   日をもって東南アジア学会を退会します。
署名：

＊会費滞納者の退会は認められませんので、ご注意ください

郵送希望書

□学会からの連絡は郵送にて下記の住所に送ってください。
＊どちらかにチェックを入れてください。
□ 一般会員（会費+郵送手数料＝10000 円）
□ 学生会員（会費＋郵送手数料＝7000 円）
名前：

あて先：
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